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(163号の内容〉
■令和4年度衛生水準の確保・向上推進会議を開催

・ 11月 は「生活衛生同業組合活動推進月間」です

●福島県食品生活衛生課からのお知らせ

0入浴施設におけるレジオネラ症防止対策

・ 毒キノコによる食中毒にご注意ください

■生衛業の皆様へ「生産性向上を図るための情報」です

●「安全 。安心・清潔」の証 Sマークに登録しましょう |

●地区個別相談会を開催します

●経営特別相談員研修会の開催日程

■生活衛生改善貸付・振興事業貸付のご案内
～ 白河関跡 (白 河市)～

今
和
４

確
保
・
向

生
衛
業
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
衛
生

水
準
の
維
持
向
上
で
あ
り
、
衛
生
対
策

の
確
実
な
実
施
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

を
推
進
し
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を

担
う
の
が
生
衛
組
合
で
す
が
、
生
衛
組

合
の
設
立
趣
旨
に
対
す
る
組
合
員
や
生

衛
業
関
係
者
の
意
識
の
希
薄
化
や
組
合

員
の
減
少
等
に
よ
っ
て
組
織
基
盤
の
脆

弱
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
の
指
摘
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全
国
生
活
衛

生
同
業
組
合
中
央
会
で
は
毎
年
１１
月
を

「生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間
」

と
定
め
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
生
衛
組
合
に
つ
い
て
の

周
知
広
報
や
組
合
活
動
の
活
性
化
に
向

け
た
全
国
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い

ま
す
。

当
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
こ
の
取

　

Ｆ
・・

り
組
み
に
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
の
事
業
計
画
の
検
討
を
行
う
た
　
・●
蓼

め
の
第
１
回
目
の
「衛
生
水
準
の
確
保
・

向
上
推
進
会
議
」
を
、
７
月
２８
日
困
に

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
福
島
県
を
始
め
と
し
て
中

核
市
保
健
所
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、

そ
れ
に
各
生
衛
組
合
の
関
係
者
２５
名
が

参
加
し
、
今
年
度
の
取
り
組
み
方
針
や

事
業
計
画
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

会
議
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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【重
点
活
動
項
目
】

・
衛
生
基
準
の
遵
守
に
向
け
た

自
主
的
点
検
活
動
等
の
推
進

ｏ
生
衛
組
合
に
関
す
る
広
報

。

啓
発
の
推
進

。
生
衛
組
合
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

ｏ
若
手

・
後
継
者
等
の
人
材
育

成
及
び
若
手
に
よ
る
組
合
活
動

の
活
性
化

ｏ
営
業
者
、
消
費
者
及
び
行
政

等
の
関
係
機
関
に
よ
る
連
携

・

対
話
の
推
進
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壼鵞藍辟菫隧晰菫巫鼈はな滲蒻骰饉燿蛉」
「

ザ 生活衛生同業組合 (生衛組合)は、法律に基づき都道府県知事許可により設

立されています。

生活衛生営業指導センターは、生活衛生業の皆様と生衛組合を支援します。
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第 163号 生 衛 ふ く し ま 令和 4年 10月 (2)

レジオネラ症は、レジオ

ネラ属菌が原因で起こる感

染症です。

入浴施設を適切に管理

し、レジオネラ症の発生を

防止しましよう。

・ 使用 して いる設備等 に

より必要な対応が異なり

ます。詳 しくは、厚生労

働省ホームページ「レジ

オネラ対策のページ」を

御確認ください。
httpsi//www mhtw go.」 p/

stf/seisaku∩ ltsuite/bunya

/00001 24204 htrnt

・ 御不明な点については、

営業所を管轄する保健所

に御相談ください。

芍隧嘔核兆藝夕晰鋏顆酪鰺彦瞼儡餃聘藉

浴槽の清掃
毎日完全に換水・清掃すること。循環ろ過し消毒している場合でも 1週間

に 1国以上は実施すること。

浴槽水の

水質検査

旅館業法施行条例、公衆浴場法施行条例等で定められた検査を必ず実施す

ること。

浴槽水の消毒
塩素系薬剤を使用し、遊離残留塩素濃度を定期的に測定して、通常0 4mg/t

を保つこと。

ろ過器

循環配管

1週間に 1回以上逆洗浄して汚れを排出するとともに、 5～ 10mg/t程 度

の高濃度の塩素を含んだ浴槽水を循環させ消毒することc

集毛器 (ヘ ア

キヤッチヤー )

毎日洗浄・消毒すること。

消毒装置
定期的に薬液の量を確認し、補給することtま た、送液ポンプが正常に作

動しているか毎日確認すること。

貯湯槽 60て 以上を保ち、お湯を滞留させないようにすること。

気泡発生装置

打たせ湯等

エアロゾルが発生し、レジオネラ属菌を吸入するリスクが高くなるので、

循環した浴槽水を使用しないことt、

シヤワー

1週間に 1回以上、内部の水が置き換わるように通水すること。ソヤワー

ヘッドとホースは 6ヶ 月に 1回以上点検し、内部の汚れ等は 1年に 1回以

上洗浄、,肖 毒すること。

躊

ヽ汽

なお、中核市 (福島市、郡山市、いわき市)の施設は、各市の保健所にお問い合わせください。

鼈
毎年 9月 から10月 にかけて、

全国的に毒キノコによる食中毒

が発生しています。

キノコの鑑別には、十分な経

験と知識が必要です。矢]ら ない

キノコは、「採らない。食べない。

人にあげない」を守り、食中毒

の予防に努めましょう。

なお、福島県内では一部の地

域・種類を除き、採取される「野

生キノコ」の出荷が制限されて

います。出荷が制限されている

食品は、県食品生活衛生課ホー

ムページから一覧で確認できま

すので、販売 。加工等の際はご

注意ください。

【毒キノコの食中毒発生状況(福島県)1

http://www.pref.fukushimalg.jp/sec/21045e/syukkaselgenn.html

‡農寧内の朦圏とな燿量な疇春プ曇 (零藁提供 :福島県棒業振興課)]

クサウラベニダケ
ウラベニホテインメジとの誤食が多
い。食後 15～ 30分 後から吐き気、
]E吐、下痢を起こします。

カキシメジ
誤食すると0歴畦、腹痛、下痢などを

起こします。

ツキ 鸞ゲケ

ム=タ ケ、ヒラタケとの誤食
が多い。言呉食すると、嘔吐、
下痢、腹痛を起こします。

発生年月 患者数 原因食品

R2年 10月 3名 キノコ汁

H30年 10月 3名 キノコの味]曾汁 植物性自然毒 (不明)

H30年 9月 2名 キノコとなすの炒め物 植物性自然毒 (ク サウラベニタケ)

H30年 9月 2名 キノコ汁、キノコの炒め物 植物性自然毒 (ツ キ∃タケ)

H28年 10月 2名 キノコのすまし汁 植物性自然毒 (ツ キ∃タケ)

H28年 10月 1名 キノコとなすの油炒め 植物性自然毒 (イ ッポンシメジ)

H28年 9月 1名 キノコの油炒め 植物性自然毒 (ク サウラベニタケ)

H27年 10月 1名 キノコの炒め物、味]會汁 植物性自然毒 (不明)

H27年 10月 1名 キノコの味噌汁 植物性自然毒 (不明)

H26年 9月 3名 キノコの天ぷら 植物性自然毒 (ツ キ∃タケ)

H26年 3月 3名 キノコの味噌汁 植物性自然毒 (ニセショウロ)

H25年 10月 3名 キノコ入り焼きそば 植物性自然毒 (不明)

H25年 9月 1名 キノコ入リラーメン 植物性自然毒 (キ ヌハダ トマヤタケ)

病因物質

植物性自然毒 (カ キシメジ (推定))



令和 4年 10月 (3) 生 衛 ふ く し ま 第 163号

9月 5日曰生活衛生同業組合連絡協議会の親善ゴルフ大会が、郡山市三穂

田町の郡山ゴルフ倶楽部において開催されました。

この事業は組合間の垣根を越えて組合員同士が親睦を深めるために行われ

る福利厚生事業の一環で、今回は食肉組合が幹事となつて開催され、31名

が参加。新型コロナウイルス対策を図りながらグリーンを回りました。

今回の大会では中野竹治氏がホールインワンを記録。表彰式での認定証交

付もあり、会場は大いに盛り上がりました。優勝は美容業組合本宮支部の武

田敏宏さん、準優勝は理容組合郡山支部の神田秀人さんでした。来年はあな

たも参加してみませんか。

① コロナ禍で持つべき視点
新型コロナウイルスの感染拡大によつて、私たちは大きな

影響を受けました。ただ、留意 したいのは、コロナ禍で浮か

び上がった事象や課題は、すでに起こりつつあつた変化が加

速された側面もあるということです。

いま何が起こつているのか つこれから何が起こるのか ?変

化しつつある事象を捉え、コロナ禍に限らず、今後事業に大

きな影響を及ぼす事態が起こつたとしても、しつかりと経営

を継続できるように、準備をしておくことが必要です。

大きな兆候 (事象の例)           _.__
起こりつつある変化■.―■■

すでに起こっていたコ●■●・

鷺:1隧:   は ::1警

目
② コロナ禍対策の共通項

下図は、生活衛生関係営業における特長や強みの見つけ方、

活かし方のアつの視点を示しています。これは、コロナ禍で

あつても、事業の継続成長や活性化につなげている好事例か

ら、共通項を抽出したものです。

コロナ禍の対策に見る 7つの共通項

・・■
電
＝瑚‐`

_菫亀重 ,
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現在視点

今後を見据えて手を打つ

将来視点
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調査地域 :1全国 /調査期間 :2021.4.28～ 2021.5.12
調査方法 :イ ンターネット調査 /有効回収数 7,817人

48.5%

44.1%

43.4%

遊園地・テーマパークなどに行く

65.7%1国内旅行

外食する (家族・知人と)

44.1%

43496

飲み屋に行く510% .|

イベントに参加する

遠方の家族に会いに行く

48.8%1友人・知人と会う

温泉・温浴施設に行く

繁華街に出かけてショッピングする

12.7%1理 容店・床屋・美容室に行く

外食する (ひとりで)

30.906 カフェ・喫茶店に行く

39.196

37.696 映画館に行く

47.69'6

ソ~ンャルディスタンスを徹底している

店舗内の複数の場所にアルコール消毒が設置

お客同士の接触回避のための仕切り等がある

こまめに・定期的に店内を消毒液で清掃

マスクを着けていない来店客に注意する

47.5%

46.5%

54.496 換気の徹底

54.296

532%

34.996

11.5%|バー・スナック・パブ

49.296

32.906 旅館

床屋

23.9% 映画館

19.1% 銭湯・公衆浴場

専門店・精肉店

ング店

飲食店

ホテル

22.3%|カ フェ・喫茶店

出典 :厚生労働省発行「令和3年度生活衛生関係営業営業者取組事例集」

1

二」

働き方

28.396

6.5° 0 美容室

4.4%

2.9%

1.5%



第 163号 生 衛 ふ く し ま 令和 4年 10月 (4)

褥削徊陶祠鶉畿黎鼈蝙檄鍼勿
衡生管理、新型コ囲ナウイルス感染症対策、生産:1空鍵

上対策、経営改善や事業再建計画、融資など勢為'I漏みを

お気軽|こ ご本目談くださしヽ。

翁藩圃4撃罐罐は や日因 鬱 :◎ ～゙爾 菫45
(轟 圏貪彎 9:竃 5～ 観 :30)

勒わ審篇 文亀竜ンデー 《瘍貪伶冬颯》
2に 第2畿炒魃

しヽわき市平字堂根覇 確-4 電越 ◎慇4恣―駿慇―鶴4轟理

お申込み 福島県生活衛生営業指導竜ンター

甕讐024-525-40g5 1ox O盤 4-525-4086
(11/8、 9の ご連目絡:場OOO-652も -575ア

)

陵軋彎爾罐饂隧鰈燿蜀瘍鼈蝙疵鯰
福島県矢0事から令電 4年 3用 1懸 付

|す で委嘱されました 鶴 営特男撼本鹸 員」

のみなさま:よ 、ぜひご参加くださしヽ。

翁藩吻4年糧2爾 鶴囲爾

罐8:穐 5^普 β彦:SO
ホテル福慇グ』∫―ンノヾレス 福蟻穣太機覇13-38

躁颯鶉瘍

1鐘 5,000万円域内
-7薔2β00万臓以錢
G願凛こよつて腱なつます)

5,708万霧以内

7*t.:tn
(2年 以斃 )

持辞判率C    :   基準利率

曇颯儡警鑽蛉彎』
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こ相談は、参本公奪機民生競事叢の懇翻まで醸彙経などうぞ.掌お、警量の霧難、お客窒まのこ蕎鍾編沿えなしヽことがあり泰す。
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